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基
本
計
画
は
、
次
の
考
え
方
を

基
に
庁
舎
の
あ
り
方
や
基
本
設
計

な
ど
に
向
け
た
具
体
的
な
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。

配
置
は
安
全
に
・

　
　
　
　

空
間
は
明
る
く

　
建
物
の
配
置
は
、
三
番
通
り
か

ら
来
る
市
民
の
動
き
を
基
本
に
配

置
し
、結
と
ぴ
あ
に
近
い
位
置
で
、

統
一
感
を
持
た
せ
た
外
観
の
３
階

建
て
と
し
ま
す
。

　
駐
車
場
、
駐
輪
場
は
利
用
者
の

利
便
性
と
景
観
に
配
慮
し
た
位
置

で
、
周
辺
公
共
施
設
の
状
況
も
考

え
必
要
数
を
確
保
し
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
の
停
留
所

を
整
備
し
ま
す
。

　
出
入
口
は
、
利
用
す
る
市
民
の

安
全
確
保
の
た
め
、
徒
歩
や
自
転

車
、
公
共
交
通
機
関
で
来
庁
す
る

人
用
の
玄
関
と
、
自
動
車
で
来
庁

す
る
人
用
の
玄
関
に
分
け
る
。

　
各
玄
関
か
ら
つ
な
が
る
明
る
い

空
間
の
市
民
ホ
ー
ル
を
整
備
。

　
市
民
利
用
の
多
い
部
門
を
１
階

に
集
め
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
と
し
、
明

る
く
開
放
的
で
分
か
り
や
す
い
空

間
と
す
る
こ
と
な
ど
。

目次

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト・

配
置
・
空
間
の
考
え
方

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方

・
議
会
部
門
の
考
え
方

・
防
災
拠
点
と
し
て
の
考
え
方

・
配
慮
す
べ
き
事
項

・
多
目
的
広
場
の
整
備

「
集
い
・
憩
い
・
学
ぶ
」
庁
舎
の
整
備

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
庁
舎
等
周
辺
整
備
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
説
明
会
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
基
に
庁
舎
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

施
設
整
備
の
考
え
方

「集い・憩い・学ぶ」

庁舎の整備

保健・医療・福祉拠点

施設リポート

中部縦貫自動車道・

和泉 -油坂道路事業化 /

健康づくり計画素案

公開で意見募集

生涯学習フォーラム

開催

定例市議会結果/市民力

によるふるさとづくり

を推進

越前おおの冬物語

市・県民税申告を

支援を希望する人は

登録を　など

P２

P６

P７

P８

P９

P10

P12

P13

建物の配置イメージ風景図
配置のイメージであり、建物の
デザインは今後決定します。

ワンフロアのイメージ

初打ち披露
　１月８日、そばうち愛好会
「めん棒くらぶ大野」の初打ち
会が結楽座で行われました。
　神事の後、会員たちはそれ
ぞれの初打ちを開始、そばが
打ち上がるころには、見物客
が集まり、打ちたての生そば
が無料で配布されました。
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利
用
し
や
す
い
窓
口

　
窓
口
機
能
は
、
効
率
の
よ
い
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
で

き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
や
相
談
が

で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
を
複
数
の
課

に
渡
っ
て
設
置
し
た
、
見
通
し
の

よ
い
分
か
り
や
す
い
空
間
構
成
と

し
ま
す
。

　
総
合
案
内
や
案
内
板
を
設
置

し
、
迷
わ
ず
、
不
便
を
感
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮

し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
や
記
載
台
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
。

市
民
が
利
用
で
き
る

　
　
　
　
　
　

ス
ペ
ー
ス

　
市
民
や
団
体
な
ど
が
展
示
で
き

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
備
え
、
集
い
、

憩
い
、
学
べ
る
空
間
と
し
て
市
民

ホ
ー
ル
を
整
備
し
ま
す
。

　
市
民
ホ
ー
ル
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
災
害
情
報
、
観
光
案
内
な

ど
の
行
政
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
。

親
し
み
や
す
い
議
会
に

　
議
会
は
、
傍
聴
す
る
市
民
が
分

か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
配
置

と
し
、
本
会
議
を
録
画
し
、
中
継

す
る
よ
う
な「
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
」

を
推
進
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
市
庁
舎

　
大
地
震
発
生
時
に
も
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
耐

震
構
造
を
採
用
し
ま
す
。

　
水
害
に
よ
る
庁
舎
の
冠
水
を
考

え
、
機
械
室
な
ど
の
基
幹
設
備
は

上
層
階
に
設
置
。

　
庁
舎
周
辺
一
帯
を
防
災
拠
点
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
な
ど
。

人
、
環
境
な
ど
へ
の
配
慮

　
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど

に
も
や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
る
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
省

エ
ネ
機
器
の
導
入
と
地
下
水
保
全

な
ど
の
環
境
へ
の
配
慮
。

　
屋
根
か
ら
の
雪
・
氷
の
落
下
対

策
や
除
雪
し
や
す
い
駐
車
場
な
ど

雪
対
策
を
し
ま
す
。

　
市
内
を
眺
望
で
き
る
展
望
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
。

　
市
の
顔
と
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
整
備
。

　
市
内
を
は
じ
め
、
県
内
産
の
建

築
資
材
の
活
用
な
ど
。

憩
い
集
う

　
　

多
目
的
広
場
の
整
備

　
多
目
的
広
場
は
、市
民
の
憩
い
・

交
流
の
場
と
し
て
芝
生
広
場
を
整

備
し
、
市
を
代
表
す
る
樹
木
を
植

栽
し
ま
す
。

　
広
場
出
入
口
を
有
終
公
園
や
図

書
館
・
歴
史
博
物
館
な
ど
の
周
辺

施
設
と
一
体
的
に
利
用
で
き
る
位

置
に
設
け
ま
す
。

　
災
害
時
の
防
災
活
動
拠
点
と
し

て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
備
蓄
倉
庫
の

整
備
と
周
辺
地
域
の
避
難
路
の
確

保
な
ど
。

1
配
置
計
画

　
配
置
計
画
は
、
三
番
通
り
か
ら

の
人
や
自
動
車
の
流
れ
、
利
便
性

や
景
観
、
安
全
性
な
ど
を
考
慮
し

た
建
物
や
駐
車
場
の
位
置
と
し
て

い
ま
す
。

①
「
市
の
顔
」と
な
る
新
庁
舎

　
　
建
物
正
面
は
結
と
ぴ
あ
と
位

　
置
を
合
わ
せ
た
一
体
的
な
配
置

　
と
し
、
三
番
通
り
と
の
間
の
空

　
間
は
、
緑
が
あ
ふ
れ
、
市
民
が

　
集
い
、
憩
う「
市
の
顔
」と
な
る

　
空
間
を
つ
く
り
建
物
の
姿
を
重

　
視
し
ま
す
。

施
設
計
画（
モ
デ
ル
案
）

カウンターのイメージ
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② 

利
用
し
や
す
い

　
　
　
　
ア
プ
ロ
ー
チ
計
画

　
　
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
徒
歩
、

　
自
転
車
で
来
庁
す
る
人
は
東
側

　
の
正
面
玄
関
か
ら
入
り
ま
す
。

　
自
動
車
で
来
庁
す
る
人
は
北
側

　
駐
車
場
に
車
を
停
め
、
北
玄
関

　
か
ら
入
る
こ
と
で
、
と
も
に
安

　
全
に
来
庁
で
き
る
計
画
と
し
て

　
い
ま
す
。

③ 

結
と
ぴ
あ
へ
ス
ム
ー
ズ
に

　
　
結
と
ぴ
あ
と
新
庁
舎
を
渡
り

　
廊
下
で
つ
な
ぎ
、
連
携
を
図
り

　
ま
す
。

④ 

駐
車
場
を
北
と
西
に

　
　
市
民
用
駐
車
場
は
、
北
側
と

　
西
側
に
配
置
し
、
歩
行
者
の
安

　
全
確
保
の
た
め
、
正
面
に
は
配

　
置
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、障
害
者
用
駐
車
場
は
、

　
各
玄
関
の
近
い
と
こ
ろ
に
配
置

　
し
ま
す
。

2
平
面
計
画

　
平
面
計
画
は
、
市
役
所
が
利
用

し
や
す
い
建
物
に
な
る
よ
う
、
１

階
に
市
民
利
用
の
多
い
部
門
を
集

め
る
こ
と
や
案
内
機
能
、
議
会
部

門
の
独
立
性
な
ど
を
考
慮
し
て
い

ま
す
。

① 

１
階
平
面
計
画

　
　
市
民
の
待
ち
合
い
場
所
は
、

　
中
央
部
に
設
置
し
、
市
民
の

　
移
動
を
少
な
く
す
る
配
置
に

　
し
ま
す
。

　
　
吹
き
抜
け
を
設
け
た
待
ち
合

　
い
を
カ
ウ
ン
タ
ー
で
取
り
巻
く

　
よ
う
に
配
置
し
、
施
設
全
体
を

　
明
る
い
空
間
に
し
ま
す
。

　
　
各
玄
関
か
ら
の
動
線
が
交
差

　
す
る
場
所
に
総
合
案
内
を
設
置

　
し
案
内
機
能
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
　
中
央
部
か
ら
各
課
カ
ウ
ン

　
タ
ー
が
見
通
せ
る
、
利
用
者
に

　
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
空
間
。

　
　
市
民
ホ
ー
ル
は
、
正
面（
東
）

　
玄
関
、
北
玄
関
か
ら
近
い
位
置

　
に
設
置
し
、
機
能
性
が
高
く
使

　
い
や
す
い
空
間
と
し
ま
す
。

市民ホール

障害者用
駐車場

市民駐車場

市民駐車場 障害者用駐車場

▶
北
玄
関

正面（東）玄関
▼ 障害者用駐車場

▲西玄関

階段・エレベーター

階段

■1階平面配置イメージ図

結
と
ぴ
あ

階段・エレベーター

北

事務部門

事務部門

事務部門

多目的広場

現庁舎
避難用
道路

市民
駐車場

障害者用
駐車場

議員・職員
駐車場

障害者用
駐車場

正面（東）玄関

北
玄
関

西玄関

市民駐車場

駐車場

中庭

駐車場

新庁舎

公共交通

障害者用駐車場

渡り廊下

建物配置イメージ図
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② 

階
構
成

　
　
窓
口
部
門
は
、
１
階
に
配
置

　
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
か
の

　
事
務
部
門
を
２
階
に
配
置
し
、

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
フ

　
ロ
ア
を
２
階
ま
で
と
し
た
来
庁

　
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
ま
す
。

　
　
議
会
部
門
は
、
３
階
に
配
置

　
す
る
こ
と
で
、
独
立
性
を
高
く

　
し
、
他
の
部
門
と
の
動
線
が
交

　
錯
し
な
い
よ
う
配
慮
。

　
　
各
部
門
を
フ
ロ
ア
ご
と
に
分

　
け
る
こ
と
で
、
部
門
内
の
連
携

　
が
取
り
や
す
く
、
市
民
サ
ー
ビ

　
ス
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

　
階
構
成
と
し
ま
す
。

3
結
と
ぴ
あ
と
の

　
　
　
段
差
解
消
の
手
法

　
新
庁
舎
の
建
設
地
と
結
と
ぴ
あ

の
敷
地
に
は
約
０
・
９
㍍
の
段
差

が
あ
り
ま
す
。

　
段
差
は
、
コ
ス
ト
の
面
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
盛
土
に
よ

る
造
成
工
事
で
１
階
床
面
を
水
平

に
合
わ
せ
、
解
消
し
ま
す
。

4
構
造
計
画

　
新
庁
舎
は
、
低
層
の
３
階
建
て

と
し
、
地
下
水
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
低
く
、
維
持
費
用
の
安

価
な
耐
震
構
造
と
し
て
い
ま
す
。

　
柱
と
柱
の
間
隔
を
12
㍍
と
す
る

こ
と
で
、
内
部
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自

由
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

5
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
　

　
現
在
、
基
本
計
画
を
基
に
、
建

物
の
平
面
や
断
面
、
外
観
な
ど
を

決
め
る
基
本
設
計
を
進
め
て
い
ま

す
。
基
本
計
画
の
策
定
と
同
様
に

大
野
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
等
策

定
委
員
会
が
参
画
し
、
基
本
設
計

案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

問
　
庁
舎
整
備
課
整
備
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
０
２
）

▼3階

事務部門

機械室 議会部門
議場

結
と
ぴ
あ

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）窓口部門

▼2階

▼1階

■階構成図

柱
梁

▼屋上

▼3階

▼2階

▼1階

12m 12m 12m 12m

2
m

柱間の距離

■建物構造の断面イメージ図

渡り廊下
新庁舎 結とぴあ

▲三番通り道路高さ

盛土による造成工事で結とぴあ
と敷地の高さを合わせる。

■段差解消イメージ図

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度以降

■ 整備スケジュール■ 整備スケジュール

計画関係

設計関係

整備関係

管理運営方法の
検討・決定

多目的広場整備計画 管理・運営計画

庁舎整備工事

管理・運営検討
市民利用・窓口・管理検討
配置・スペース検討

現庁舎解体

基本設計 実施設計

周辺道路工事 多目的広場整備工事
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結
と
ぴ
あ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

貸
館
機
能
を
利
用
し
て
、
幅
広
い

年
代
や
分
野
に
関
わ
る
市
民
が
集

い
、
活
動
に
参
画
で
き
る
事
業
を

行
い
ま
す
。

　
特
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に

つ
い
て
の
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
活
動
の
場
と
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
人
材
や
団
体
な
ど

の
育
成
と
相
互
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
い
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
情
報
提
供

の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
中
学
生
や
高
校
生
の

保
育
体
験
な
ど
、
世
代
間
の
交
流

を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
親
子
や
高
齢
者
、
障
害

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
中
心

と
し
た
世
代
間
交
流
事
業
を
実
施

し
、市
民
活
動
を
活
発
に
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
２
）

　
４
月
に
保
健
セ
ン
タ
ー
が
結
と

ぴ
あ
に
移
転
し
ま
す
が
、
休
日
急

患
診
療
所
は
現
在
の
場
所
で
診
療

し
ま
す
。

診
療
科
目

・
土
曜
　
内
科
、
外
科

・
日
曜
と
祝
日
　
内
科
、
外
科
、

　
　
小
児
科

診
療
時
間

・
土
曜
　
午
後
１
時
～
９
時

・
日
曜
と
祝
日
　
午
前
９
時
～
正

　
　
午
、
午
後
１
時
～
９
時

※
土
曜
の
午
後
９
時
か
ら
日
曜
の

　
午
前
９
時
ま
で
、
医
師
、
看
護

　
師
が
待
機
し
対
応
し
ま
す
。
急

　
患
の
場
合
は
、
電
話
で
連
絡
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
す
る
と
き
の
持
ち
物
　

　
健
康
保
険
証
、
受
給
者
証
、
服

用
中
の
薬
が
あ
る
場
合
、
そ
の
薬

か
お
薬
手
帳
、
診
療
費

そ
の
他

　
診
療
所
で
は
、
応
急
処
置
だ
け

を
行
い
ま
す
。
診
療
所
医
師
の
指

示
に
従
い
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い

問
　
休
日
急
患
診
療
所

　（
☎
65
・
８
９
９
９
）

休
日
急
患
診
療
所
は

　
　
現
在
の
場
所
の
ま
ま

世
代
間
交
流
の
促
進

 

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
リ
ポ
ー
ト
⑤

市
民
活
動
・
交
流
支
援
機
能

市
民
活
動
の
場
と
し
て

1階

2階

駐 車 場
三 番 通 り 　

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
整
備
が
進
む

結
と
ぴ
あ
。
今
月
は
、
市
民
活
動
・
交
流
支
援
の
場
と
し
て
、

４
月
か
ら
利
用
が
可
能
に
な
る
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

お知らせ
　社会福祉課、児童福祉課、健康
増進課は、３月26日月から開館準
備のため「結とぴあ」に移転します。
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　「
健
康
お
お
の
21
」は
、①
運
動
、

②
食
事
③
タ
バ
コ
④
休
養
・
こ
こ

ろ
⑤
歯
の
５
項
目
を
健
康
づ
く
り

の
柱
と
し
て
、「
生
涯
現
役
、
元

気
な
大
野
人
」を
目
指
し
、
地
域

や
関
係
団
体
と
協
働
し
て
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
２
月
１
日
氺
～
15

　
日
氺

閲
覧
場
所
　
市
役
所
１
階
行
政
資

　
料
室
と
保
健
セ
ン
タ
ー
、
和
泉

　
支
所
、
各
公
民
館
、
図
書
館

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
　
し
ま
す

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　
▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
▽

　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
人
や

　
法
人
、
団
体
▽
市
内
の
事
業
所

　
に
勤
務
す
る
人
▽
市
内
の
学
校

　
に
在
学
す
る
人
▽
本
市
に
納
税

　
義
務
の
あ
る
人
や
法
人
、
団
体

　
▽
本
事
業
に
利
害
関
係
が
あ
る

　
人
や
法
人
、
団
体

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

　
　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
市

　
外
在
住
の
場
合
は
勤
務
先
か
学

　
校
名
も
記
載
し
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
閲
覧
場
所
へ
の
提
出
、
郵

　
便
か
フ
�
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

　
で
の
提
出（
電
話
な
ど
に
よ
る

　
口
頭
は
不
可
）

　
〒
９
１
２
ー
０
０
６
１

　
大
野
市
篠
座
１
１
７
ー
６
ー
１

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
０
９
０
０

問
　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　
電
子
メ
ー
ル
　ke

n
ko
@
c
ity.

　fu
ku
i-o
n
o
.lg
.jp

健
康
づ
く
り
計
画

　
近
年
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
不
調
な

ど
が
起
因
と
な
る
脳
梗
塞
や
が
ん
な
ど
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
元
気
で
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、健
康
づ
く
り
計
画「
健
康
お
お
の
21
」を
改
定
し
ま
す
。

　
計
画
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
素
案
を
公
開
し
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
平
成
24
年
度
予
算
が
発
表
さ
れ
、
中
部

縦
貫
自
動
車
道
大
野
油
坂
道
路
の
和
泉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ー
油
坂
峠
間
１
５
・
５
㌔
㍍
が
新
規
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
道
路
の
予
算
は
、
高
規
格
道
路
の
全
国
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク︵
未
整
備
区
間
︶の
整
備
に
含
ま
れ
、
配
分
額
は
、

今
年
度
末
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

新
規
事
業
化
は
平
成
21
年
３
月
の
大
野
東
ー
和
泉
間
以

来
と
な
り
、調
査
、設
計
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問　

幹
線
道
路
課
幹
線
道
路
係

︵
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
７
１
︶

意
見
を
募
集

素
案
を
公
開

小矢戸トンネル上空から大野インターチェンジ（仮称）を望む

﹁
健
康
お
お
の
21
﹂

中部縦貫自動車道

和泉－油坂事業化

平成24年度
政府予算案
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﹁
阪
谷
で
活
動
し
た
１
年
間
﹂

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
中な

か
ぐ
き莖
優
子
さ
ん

　
中
莖
さ
ん
は
本
市
に
は
２
人
目

の「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」の
隊

員
と
し
て
、
４
月
か
ら
市
内
に
住

み
、
農
村
の
生
活
を
学
ん
だ
り
、

農
作
業
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
自

然
や
農
業
体
験
を
通
し
て
見
た
大

野
の
印
象
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

﹁
地
域
の
人
材
を
生
か
し
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

︵
ワ
ク
ワ
ク
み
つ
ば
ラ
ン
ド
︶﹂

有
終
東
小
学
校
み
つ
ば
会

　
み
つ
ば
会
は
、
同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
会
で
11
月
に
文
化
祭
ワ
ク
ワ
ク

み
つ
ば
ラ
ン
ド
を
開
催
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
地

域
の
講
師
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
体

験
ブ
ー
ス
の
設
置
や
、
保
育
園
児

を
は
じ
め
地
域
の
人
た
ち
が
参
加

す
る
と
い
う
祭
り
の
企
画
運
営
に

つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

﹁
す
っ
き
り
楽
々
体
操
﹂

　
　
　
　
　
　
山
崎
知
代
美
さ
ん

　
山
崎
さ
ん
は
、
市
内
を
は
じ
め

市
外
で
も
ヨ
ガ
や
体
操
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
�
す
る
体
操

を
会
場
の
皆
さ
ん
と
楽
し
み
ま
す
。

問
　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　生涯学習フォーラムでは、長年にわたり社会教育の振興に功労があった人や団体を表彰し、同時に大
野で活躍している人たちと行政がそれぞれの活動や事業内容を発表します。今年は、２件の活動発表と
リラックスタイムでの体操、市からは、児童デイサービスセンターの開設と越前おおの魅力情報発信事
業（地域人材育成事業）の紹介があります。
　会場内には公民館や図書館の活動を紹介するパネルを展示します。皆さんの参加をお待ちしています。
　　　２月26日㊐午後１時30分～４時　　　　　学びの里「めいりん」

生涯学習フォーラム～市民・市政からの情報発信～

日 時 場 所

市
民
か
ら
の
発
表

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」

屋外体育施設　利用日程調整会議
　市民グラウンドや真名川憩いの島、奥越ふれあい公園のグラウンドやテニスコートなどの屋外体育施設を
円滑に利用するため、利用団体の日程調整会議を行います。平成24年度中に各施設を利用したい団体は必ず
出席してください。
　日程については、県や市の主催する行事、全国大会や北信越大会などの予定を優先します。

日時　３月２日㊎午後７時　　場所　市役所　　利用計画書の提出締切　２月17日㊎午後５時
その他　・参加希望の団体は利用計画書に必要事項を記入し、市民グラウンド、真名川憩いの島はエキサイ
　　ト広場、奥越ふれあい公園は都市計画課に提出してください。
　・希望予定日の変更をお願いする場合がありますので、会議  
　　には団体の責任者が出席してください。
　・平成24年度に奥越ふれあい公園陸上競技場の改修工事を予
　　定しています。詳しい日程が決まり次第、広報おおのなど
　　でお知らせします。
問　エキサイト広場（☎66・1433）
　　都市計画課（☎66・1111 内線355）
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■ 

補
正
予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
８
０
４
万

９
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
総
額
は
１
８
７
億
８
８
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
▼
旧
森
目

小
学
校
跡
地
売
却
に
伴
う
環
境
整

備
な
ど
に
５
２
５
万
６
０
０
０
円

▼
一
般
就
労
に
向
け
た
訓
練
費

を
給
付
す
る「
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
に
５
０
０
０
万
円

▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
対
し
て
補
助
す
る「
太
陽

光
発
電
導
入
促
進
事
業
補
助
」に

３
１
万
９
０
０
０
円
▼
認
定
農
業

者
で
あ
る
農
事
組
合
法
人
に
対
し

て
、
経
営
規
模
拡
大
に
必
要
な
農

業
用
機
械
の
導
入
経
費
を
補
助
す

る「
水
田
農
業
活
性
化
事
業
補
助
」

に
１
０
１
２
万
２
０
０
０
円
▼
有

機
農
作
物
の
作
付
け
を
支
援
す
る

「
環
境
保
全
型
農
業
支
援
事
業
」

に
１
１
７
１
万
２
０
０
０
円
▼
ま

ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的

ト
イ
レ
を
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト

イ
レ
に
整
備
す
る「
ま
ち
な
か
交

流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
経
費
」に

１
０
７
万
９
０
０
０
円
▼「
図
書

館
管
理
運
営
経
費
」で
は
、
身
体

障
害
者
用
ト
イ
レ
を
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
ト
イ
レ
に
整
備
す
る
費
用

　
市
で
は
、
第
五
次
大
野
市
総
合

計
画
に
掲
げ
る「
共
に
力
を
合
わ

せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」の
実
現

に
向
け
て
、
団
体
の
自
主
的
な
活

動
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
も
、
自
由
な
発
想

を
生
か
し
た
事
業
提
案
を
募
集
し

な
ど
１
０
８
万
２
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

意
見
書
を
可
決

　「
国
の
出
先
機
関
原
則
廃
止
に

関
す
る
意
見
書
」と「﹃
緊
急
事
態

基
本
法
﹄の
早
期
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」の
２
市
会
案
を
可
決
。

ほ
か
に「﹃
緊
急
事
態
基
本
法
﹄

の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

採
択
を
求
め
る
陳
情
」を
採
択
し

ま
し
た
。

■ 

人
事
案
件
を
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

▽
清
水
美
那
子
（
美
川
町
）

ま
す
。

　
事
業
の
応
募
資
格
な
ど
詳
し
い

内
容
は
、
市
役
所
や
和
泉
支
所
、

各
公
民
館
に
備
え
て
あ
る
応
募
要

項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
　

募
集
期
間
　
２
月
１
日
氺
～
３
月

12
日
⺼

対
象
団
体
　
市
内
に
事
務
所
や
活

　
動
場
所
が
あ
る
公
益
活
動
団
体

①
市
民
協
働
推
進
提
案
事
業

　
　
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に

　
つ
い
て
、
自
由
な
発
想
を
生
か

　
し
た
事
業
提
案
を
い
た
だ
き
、

　
提
案
の
あ
っ
た
団
体
へ
委
託
し

　
ま
す
。

　
　
事
業
実
施
の
際
は
、
市
の
担

　
当
課
と
役
割
を
分
担
し
、
話
し

　
合
い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
の
高

　
い
事
業
手
法
で
実
施
し
ま
す
。

対
象
事
業
　
地
域
の
課
題
を
解
決

　
す
る
事
業
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

　
質
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
事
業

事
業
例
　
▽
地
域
の
課
題
を
解
決

　
す
る
事
業
▽
地
域
コ
ミ
�
ニ

　
テ
ィ
再
生
の
活
動
▽
各
層
に
合

　
わ
せ
た
活
動
機
会
の
創
設
な
ど

②
越
前
お
お
の
元
気
創
造
事
業

　
　
自
主
的
に
企
画
、
実
施
す
る

　
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
し
た

　
事
業
に
対
し
て
、
一
定
の
割
合

　
で
補
助
し
、「
市
民
力
」の
さ
ら

　
な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
事
業
　
地
域
の
活
性
化
や
市

　
民
参
加
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

　
事
業

事
業
例
　
▽
県
内
外
か
ら
集
客
の

　
見
込
め
る
イ
ベ
ン
ト
▽
本
市
の

　
伝
統
・
文
化
な
ど
地
域
資
源
を

　
活
用
創
造
す
る
事
業

問
　
自
治
振
興
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
５
）

市民協働推進提案事業で亀山に桜を植樹

一般会計に
２億1804万円余りを追加
　第378回市議会定例会が平成23年11月28日から12月14日にかけて開かれました。
一般会計補正予算案や指定管理者の指定などを可決しました。

市
民
力
に
よ
る

　
　
　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
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雪
見
灯
ろ
う
・
竹
あ
か
り
・

　
　
　
イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン

　
七
間
通
り
や
結
ス
テ
ー
シ
�
ン

に
雪
見
灯
ろ
う
が
立
ち
並
び
ま

す
。
各
商
店
街
で
は
、
雪
見
灯
ろ

う
や
ミ
ニ
雪
見
灯
ろ
う
の
ほ
か
竹

明
か
り
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
�
ン
が

点
灯
。

日
時
　
４
日
圡
午
後
５
時
～
９
時

場
所
　
結
ス
テ
ー
シ
�
ン
・
七
間

　
通
り
、
六
間
通
り
、
五
番
商
店

　
街
、
春
日
商
店
街

あ
�
た
か
市

　
冷
え
た
体
を
温
め
る
甘
酒
や
温

か
い
ス
ー
プ
な
ど
の
販
売
。

日
時
　
４
日
圡
午
後
５
時
～
９
時

場
所
　
七
間
通
り
、
結
ス
テ
ー

　
シ
�
ン
周
辺

冬
花
火

　
越
前
大
野
城
を
バ
ッ
ク
に
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
す
。

日
時
　
４
日
圡
午
後
７
時

場
所
　
結
ス
テ
ー
シ
�
ン

七
間
朝
市
特
別
開
催

　
冬
の
間
は
開
い
て
い
な
い
朝
市

を
特
別
開
催
し
ま
す
。
餅
つ
き
が

行
わ
れ
、餅
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
５
日
㊐
午
前
８
時
～
11
時

場
所
　
七
間
通
り

　
餅
振
る
舞
い
　
午
前
９
時
30
分
、

　
10
時
30
分

ス
ノ
�
モ
�
ビ
ル
ラ
ン
ド

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
無
料
体
験

乗
車
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
５
日
㊐
　
午
前
９
時
～
正

　
午
、
午
後
１
時
～
２
時

場
所
　
学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」

　
グ
ラ
ウ
ン
ド

新
企
画

越
前
お
お
の
冬
物
語
写
真

　
　
　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト

　
最
優
秀
賞
の
作
品
は
、
来
年
の

冬
物
語
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
に

使
わ
れ
ま
す
。

対
象
　
越
前
お
お
の
冬
物
語
の
写
真

応
募
部
門
　
携
帯
部
門
、一
般
部
門

申
込
方
法
　
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

応
募
期
間
　
２
月
４
日
圡
～
22
日
氺

問
　
市
観
光
協
会

　（
☎
65
・
５
５
２
１
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.

　o
n
o
-ka
n
ko
.jp
/

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
�
�
ル

越前おおの冬物語
　雪見灯ろうが、七間通りや結ステーションの周辺にずらりと並び、優しい光が城下町を
幻想的に照らします。

問　市観光協会（☎65・5521）
２月４日圡～５日㊐ 七間通り、越前おおの結ステーション周辺

越前おおの

冬の一大イベント

見どころいっぱい

月 日 場 所
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第
４
回
越
前
お
お
の

食
守
フ
�
ス
タ

　
食
育
活
動
を
実
践
し
て
い
る
団

体
の
活
動
事
例
を
紹
介
し
、
市
民
に

食
育
実
践
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
４
日
圡
午
後
３
時
～

　
７
時
、
５
日
㊐
午
前
９
時
～
午

　
後
２
時

場
所
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
　
食
育
活
動
に
取
り
組
む
団

　
体
の
パ
ネ
ル
展
示
、
試
食
体
験

　
コ
ー
ナ
ー
な
ど

そ
の
他
　
越
前
お
お
の
ふ
る
さ
と

　
味
物
語
・
で
っ
ち
羊
か
ん
ま
つ

　
り
と
同
時
開
催

問
　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
２
）

春
を
彩
る

　
　
越
前
お
お
の
ひ
な
祭
り

　
市
内
の
家
庭
で
愛
さ
れ
て
い
た

ひ
な
人
形
や
明
治
時
代
の
ひ
な
人

形
、
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
の
手

作
り
人
形
の
ほ
か
、
全
国
の
ひ
な

人
形
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
２
月
10
日
㊎
～
３
月
11
日
㊐

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
　
平
成
大
野
屋
平
蔵
、
二
階

　
蔵
、
洋
館
、
武
家
屋
敷
旧
内
山

　
家
、
藩
主
隠
居
所

　
※
平
成
大
野
屋
平
蔵
、二
階
蔵
、

　
　
洋
館
は
㊋
定
休

・
冬
物
語
期
間
中
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
　
２
月
４
日
圡
午
前
９
時

　
　
～
午
後
９
時
、
５
日
㊐
午
前

　
　
９
時
～
午
後
５
時

　
場
所
　
平
成
大
野
屋
平
蔵
、
藩

　
　
主
隠
居
所

問
　
平
成
大
野
屋

　（
☎
69
・
９
２
０
０
）

　
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

七
間
朝
市
に
出
店
を
希
望
す
る

人
、
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
朝

市
出
荷
組
合
が
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
出
店
を
希
望
す
る
人
は
も

ち
ろ
ん
、
話
を
聞
く
だ
け
の
人
も

参
加
で
き
ま
す
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
15
日
氺
午
後
１
時
30

　
分
～
２
時
30
分
、
２
月
23
日
㊍

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場
所
　
市
役
所

参
加
料
　
無
料

七
間
朝
市
の
概
要

・
開
催
期
間
　
春
分
の
日
～
大
晦

　
　
日
ま
で
の
毎
日

・
時
間
　
午
前
７
時
～
11
時

・
組
合
員
数
　
83
人

問
　
農
業
農
村
振
興
課
生
産
振
興
係

　（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
８
）

　
大
野
市
朝
市
出
荷
組
合

　
（
☎
69
・
９
５
２
０
）

　
※
朝
市
出
荷
組
合
は
、
平
日
の

　
　
午
前
中
の
み

IZUMIクロスカントリースキー大会

九頭竜スキー選手権大会

七
間
朝
市

出
店
希
望
者
説
明
会

日時　３月３日圡午前９時～
場所　DAINOUスポーツランド
種別　クロスカントリースキー（小学生の部、中学生の部、 　  
　一般の部、ビギナーの部）
参加料　一般 2,000円、高校生 1,500円、小中学生 1,000円
　（保険料含む）

日時　３月４日㊐午前９時～
場所　九頭竜スキー場
種別　大回転（スノーボードの部、アルペンの部）
参加料　中学生以上 3,000円、小学生1,000円（保険料含
　む。リフト代別）
締切　２月20日月（両大会ともに）
問　スポーツ課社会体育係（☎66・1111内線531）
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本
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人
で
、
次
に
該

当
す
る
人
。

▽
事
業
や
農
業
、
不
動
産
、
配
当

　

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▽
給
与
所
得
の
ほ
か
に
事
業
や
農

　

業
、
不
動
産
、
譲
渡
、
配
当
、

　

年
金
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▽
大
野
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

　

書
を
提
出
し
な
い
事
業
所
に
勤

　

め
て
い
る
人

▽
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入

　

が
あ
っ
た
人

▽
前
年
中
途
で
退
職
や
失
業
し
、

　

１
月
１
日
現
在
、
就
職
し
て
い

　

な
い
人

▽
昨
年
中
、
収
入
が
な
か
っ
た
人

　

申
告
に
は
、
印
鑑
と
申
告
書
の

ほ
か
に
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

本
市
に
住
民
登
録
は
あ
る
が
、

他
市
町
村
で
課
税
さ
れ
て
い
る
人

は
、
そ
の
勤
務
先
が
分
か
る
書
類

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

収
入
に
つ
い
て
分
か
る
も
の

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
料
な
ど

　

が
あ
る
場
合
、
源
泉
徴
収
票
か

　

賃
金
な
ど
の
支
払
額
証
明
書

▽
営
業
や
農
業
な
ど
事
業
を
し
て

　

い
る
場
合
、
市
・
県
民
税
申
告

　

書
の
裏
面
に
内
訳
を
記
入
し
た

　

も
の
か
、
確
定
申
告
用
の
収
支

　

内
訳
書

▽
地
代
、
家
賃
な
ど
不
動
産
収
入

　

が
あ
る
場
合
、
市
・
県
民
税
申

　

告
書
の
裏
面
に
内
訳
を
記
入
し

　

た
も
の
か
、
確
定
申
告
用
の
収

　

支
内
訳
書

▽
公
的
年
金
や
生
命
保
険
契
約
の

　

年
金
、
シ
ル
バ
ー
人
材
派
遣
な

　

ど
の
収
入
が
あ
る
場
合
、
源
泉

　

徴
収
票
と
支
払
額
の
証
明
書

▽
生
命
保
険
契
約
の
満
期
返
戻
金
が

　

あ
る
場
合
、支
払
調
書
の
証
明
書

控
除
に
つ
い
て
分
か
る
も
の

▽
扶
養
す
る
人
や
配
偶
者
が
い
る

　

場
合
、
そ
の
人
の
所
得
が
分
か

　

る
も
の

▽
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、
医

　

療
費
の
領
収
書
と
そ
の
合
計
額

　

を
自
分
で
計
算
し
た
も
の

▽
国
民
健
康
保
険
税
や
小
規
模
企

　

業
共
済
等
掛
金
、
生
命
保
険

　

料
、
地
震
保
険
料
を
支
払
っ
た

　

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
証
明
書

▽
障
害
者
で
あ
る
場
合
、
障
害
者

　

手
帳
や
療
育
手
帳
、
市
の
発
行

　

す
る
認
定
書

　

・
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
人

　

・
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

　
　

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て

　
　

い
る
人

　

・
収
入
が
な
く
、
誰
か
の
扶
養

　
　

に
な
っ
て
い
る
人

　

※
申
告
書
が
必
要
な
人
は
、
税

　
　

務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課
市
民
税
係

 

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
３
）

市・県
民
税
の
申
告
忘
れ
ず
に

申
告
が
必
要
な
人

持
ち
物

申
告
す
る
必
要
が
な
い
人

　

申
告
は
、
市
・
県
民
税
の
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
必
要
で
す
。

　

申
告
書
は
、
昨
年
20
歳
に
な
っ
た
人
と
昨
年
申
告
し
た
人
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

最新機能を持つ
化学消防ポンプ自動車配備
　12月26日、市消防本部に最新型機能を備えた
化学消防ポンプ自動車が配備されました。導入
後21年を経過した化学消防ポンプ自動車を更新
したもので、CAFS（キャフス：圧縮空気消火シ
ステム）という装置と1,300㍑の水槽により消火
能力の高い泡放水が行えます。水の少ない場所
での火災やビル火災などで活躍します。
問　消防署
　（☎66・0119）

東日本大震災関連
　　　　 税の軽減・免除
　東日本大震災で被災された人は、税の軽減・免除を受
けることができます。詳しくは問い合わせてください。
○所得税の軽減・免除など
　 ▽ 申告、納付などの期限延長 ▽ 雑損控除または災 
　　害減免法による所得税の軽減または免除 ▽住宅借
　　入金等特別控除の特例など
問　大野税務署（☎66・2180）
○不動産取得税の軽減など
　 ▽耕作が困難になった農地などに代わる農用地を取
　　得した場合など
問　福井県税事務所（☎0776・21・8273）
○市・県民税の軽減
　 ▽雑損控除（住宅、家財、自家用車などの損害）によ
　　る軽減
問　税務課市民税係（☎66・1111内線423）
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　自主防災組織や区では、災害時に１人で素早く避難することができない人を支援
するため、「災害時要援護者避難支援プラン」の作成を進めています。このプランには、
生年月日や家族構成など「災害時要援護者」についての情報や緊急時の連絡先、避難
時に手伝いができる地域の人などを記載します。
　プランに基づいて市の登録簿に記載されると、消防署や社会福祉協議会などにプ
ランの写しが送付されます。災害時に地域ぐるみによる避難支援に取り掛かりやす

くなり、対応の迅速化が期待できます。
　１人で素早く避難することができない人には、歩行が困難というだけではなく、目や耳が不自由で災害について
の情報を得ることが困難である場合も含まれます。
　災害時要援護者として登録するとよい人は、長期入院や施設に
入所している人を除いた次の人などです。
　 ▼要介護と認定されている人
　 ▼高齢者のみの世帯（昼間に高齢者のみとなる世帯を含む）
　 ▼長期にわたる病気を患っている人 ▼身体障害者や精神障害者
●避難支援について毎年確認

　市では、支援が必要と思われる人に対して、年に一度、登録を呼び掛けています。自主防災組織でも、原則として、
各世帯に対して避難支援の必要性を、毎年確認することとしています。
問　生活防災課防災防犯係（☎66・1111 内線463）

月日 曜日 時間 会場 対象行政区（地区）
２/14 ㊋

午前９時～正午
午後１時～４時

市役所談話室

泉町全区、清瀧、城町全区、元町全区、明倫町全区
２/15 氺 水落町全区、要町、本町全区、錦町全区、大和町全区、美川町全区、西里
２/16 ㊍ 春日一～三丁目（桜塚町を含む）
２/17 ㊎ 日吉町全区、弥生町全区、天神町、高砂町全区、国時町

２/20 月
上庄公民館

午前：森山、西山、平沢、今井、佐開
午後：森政領家、森政地頭、猪島、中据、下据、吉

２/21 ㊋
午前：上五条方、下五条方、医王寺、北御門、西据、榎
午後：野中、稲郷、上据、東山、御給、友兼、開発、下郷

２/29 氺 富田公民館
午前：土打、上野、土布子、下麻生嶋、川上、田野、井ノ口
午後：七板、富嶋、新田、森目、新河原、塚原、新塚原、富塚

３/１ ㊍
下庄公民館

午前：上中野、下中野
午後：堂本、友江、中挾一～三丁目、中保、菖蒲池、若里

３/２ ㊎
午前：西市、新町、中荒井町一～二丁目、矢、城北町、陽明町一～四丁目
午後：中津川、東中津川、南新在家、横枕、東中野

３/５ 月
午前９時～正午 庄林会館 庄林、太田、大矢戸、小矢戸、西大月、東大月、北大野
午後１時～４時 南六呂師集落センター 南六呂師

３/６ ㊋
午前９時～正午 乾側公民館 乾側地区
午後１時～４時 小山公民館 小山地区（新庄は３/14）

３/７ 氺
午前９時～正午 蕨生集落センター 木落、蕨生、下唯野
午後１時～４時 木本集落センター 大西出、中西出、中村町、荒子町、木本領家、宝慶寺

３/８ ㊍ 午前９時～正午
午後１時～４時 阪谷公民館

午前：伏石、柿ヶ嶋、八町、森本、松丸、石谷、大月、御領
午後：萩ヶ野、花房、不動堂、橋爪、蓑道、落合、堂嶋、金山、小黒見

３/９ ㊎ 午後１時～４時 五箇公民館 五箇地区
３/11 ㊐

午前９時～正午
午後１時～４時

市役所談話室

平日に申告会場に行くことができない人
３/12 月 糸魚町、篠座町（茜町を含む）、上篠座全区
３/13 ㊋ 有明町、吉野町、美里町、月美町、清和町、東中
３/14 氺 幸町（神明町を含む）、若杉町、春日野、新庄
３/15 ㊍ 期間中に申告会場に行くことができなかった人
２/14～３/13
までの月・㊋ 和泉支所 和泉地区

●農業所得の申告（和泉地区は下の期間中のいつでも可）
２月22日氺 下庄地区、乾側地区　　23日㊍ 大野地区、小山地区　24日㊎ 阪谷地区、五箇地区　27日⺼ 富田地区　28日㊋ 上庄地区
時間　午前９時～正午、午後１時～４時　　場所　JAテラル越前本店４階瑞穂の間

支援希望する人 自主防災組織・区へ登録を

登録希望者の申し出
　↓
自主防災組織・区長によるプランの確認
　↓
市が登録簿へ掲載・関係機関へプラン送付

登録までの流れ
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